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る
た
め
に
ど
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
二

酸
化
炭
素
を
削
減
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。
２
０
１
９
年
比
で

２
０
３
０
年
に
ほ
ぼ
半
減
、
世
界
で

48
％
削
減
。
先
進
国
は
一
人
当
た
り

の
排
出
量
が
世
界
平
均
の
２
倍
以
上

だ
か
ら
、
よ
り
強
い
責
任
が
あ
る
。

２
０
３
５
年
に
65
％
、
２
０
４
０
年

に
80
％
、
２
０
５
０
年
に
排
出
ゼ

ロ
。
こ
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
や
っ
て

い
く
と
気
温
上
昇
が
１
・
５
℃
に
収

　

世
界
の
平
均
気
温
は
12
カ
月
続
け

て
月
平
均
気
温
の
観
測
史
上
最
高
を

更
新
し
て
い
る
。
国
連
事
務
総
長
が

「
沸
騰
化
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

化
石
燃
料
の
広
告
は
止
め
さ
せ
る
べ

き
だ
」
と
発
言
す
る
切
迫
し
た
状
況

に
あ
る
。
世
界
の
目
標
は
平
均
気
温

の
基
本
上
昇
を
産
業
革
命
期
（
１
８

５
０
年
ご
ろ
か
ら
１
９
０
０
年
ご

ろ
）
と
比
べ
て
１
・
５
℃
未
満
に
抑

え
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
を
達
成
す

　

こ
れ
は
逆
に
い
う
と
温
暖
化
対
策

の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
以
前
よ

り
、
省
エ
ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
は
化
石
燃
料
依
存
を
継
続
す

る
の
に
比
べ
て
一
層
有
利
に
な
っ
た

と
い
え
る
。
投
資
回
収
年
も
短
く
な

っ
た
。
日
本
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
値
段
を
火
力
発
電
所
と
比
較

し
て
み
る
と
、
火
力
発
電
所
の
電
気

料
金
は
軒
並
み
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
15
〜

20
円
。
以
前
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
約
10

円
く
ら
い
だ
っ
た
が
２
０
２
２
年
に

高
騰
、
そ
の
後
も
２
０
２
４
年
５
月

の
貿
易
統
計
の
輸
入
価
格
で
計
算
し

て
も
高
い
発
電
コ
ス
ト
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
住
宅
屋
根
置

き
の
太
陽
光
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
15
〜

16
円
で
発
電
、
事
業
用
は
も
っ
と
安

い
。
陸
上
風
力
も
規
模
の
大
き
な
も

の
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
10
〜
11
円
で
発

電
、
火
力
の
半
値
か
ら
３
分
の
２
の

値
段
。
再
エ
ネ
の
う
ち
太
陽
光
・
陸

上
風
力
と
火
力
の
発
電
コ
ス
ト
は
完

全
に
逆
転
し
た
。

　６月26日、協会も参加する原発ゼロの
会・大阪は産業技術総合研究所の歌川学さ
んを講師に、「省エネと再エネの最近の技
術進展と、省エネ・再エネを結びつけたシ
ステムによる脱炭素」と題して市民講座を
開催した。講演の一部紹介と、参加した小
澤力理事長との質疑応答を掲載する。

　

化
石
燃
料
の
価
格
高
騰
が
す
さ
ま

じ
い
。
２
０
２
２
年
が
ピ
ー
ク
で
そ

の
後
下
が
っ
た
と
思
い
き
や
石
油
は

上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
を
繰
り
返

し
、
天
然
ガ
ス
や
石
炭
も
下
げ
止
ま

り
の
状
況
に
あ
る
。
温
暖
化
を
考
え

な
く
て
も
こ
ん
な
価
格
の
不
安
定
な

も
の
に
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頼

る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
。
コ

ロ
ナ
前
に
比
べ
る
と
石
油
の
値
段
は

今
も
２
倍
、
石
炭
は
一
時
期
６
倍
に

ま
で
上
が
っ
た
。

減
で
温
暖
化
対
策
の
実
績
を
上
げ
て

い
る
。

　

原
発
は
英
仏
と
北
欧
の
一
部
の
国

は
残
す
が
、
ド
イ
ツ
が
昨
年
４
月
に

全
廃
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
も
全
廃

方
針
で
あ
る
。
保
守
的
と
言
わ
れ
る

Ｉ
Ｅ
Ａ
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
２

０
５
０
年
排
出
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
で
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
力
の
90

％
、
原
発
は
８
％
程
度
で
あ
る
。
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経済活性化は十分可能だ経済活性化は十分可能だでで

　

世
界
の
排
出
量
割
合
は
、
先
進
国

が
４
割
。
新
興
国
が
５
割
ち
ょ
っ

と
。
そ
の
他
、
途
上
国
が
人
口
で
は

４
分
の
１
く
ら
い
を
占
め
る
が
排
出

量
は
４
〜
５
％
程
度
。
多
く
の
人
口

を
抱
え
る
途
上
国
が
、
先
進
国
や
新

興
国
の
活
動
に
よ
っ
て
温
暖
化
の
被

害
を
真
っ
先
に
受
け
て
お
り
不
公
正

な
状
況
に
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を

世
界
全
体
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

先
進
国
で
は
温
暖
化
対
策
の
実
績

を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日

本
は
英
国
石
油
の
統
計
で
２
０
２
３

年
に
１
９
９
０
年
と
比
較
し
て
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
が
マ
イ
ナ
ス
７
％
、
国

内
統
計
で
は
２
０
２
２
年
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
11
％
の
削
減
率
、
あ
ま
り

多
く
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
30
〜

40
％
の
排
出
削
減
を
し
て
い
る
。
こ

う
い
う
国
で
は
省
エ
ネ
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
ん
で
い
る
。
電
力

割
合
だ
と
ド
イ
ツ
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
50
％
を
超
え
た
。
イ
ギ
リ

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
は

ま
る
確
率
が
高
い
だ
ろ
う
と
。

　

残
念
な
が
ら
世
界
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

は
ま
だ
減
っ
て
い
な
い
。

石
油
は
む
し
ろ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
か
ら
の
経
済
回
復
で
ど
ん
ど
ん
増

え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
も

横
ば
い
に
な
っ
た
が
ま
だ
削
減
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

軒
並
み
40
％
を
超
え
て
い
る
。
日
本

は
20
％
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
よ
う
に
80
％
を
超
え
て
い
る

国
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
原
発
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
割
合
が
高
い
と
こ
ろ
は
火
力
の
削

2023年の世界のエネルギーからのCO2速報

省エネ 再エネ

1.5℃目標
　2015年にパリ協定で決めた温暖化対
策のルール。先進国が化石燃料を使い始
めた産業革命期（1850年ごろ～1900
年ごろ）と比較して基本上昇を1.5℃未
満に抑えようという目標値。化石燃料を
使用し二酸化炭素の排出量が増えると気
温が上昇し、熱波・洪水・干ばつなどの
リスクが上がる。 世界気象機関
（WMO）は、2019年までの約50年間
で、異常気象による
災害によって200万
人以上が死亡と報告
している。日本でも
被害をもたらす豪雨
の頻度が高くなって
いる。

世界のエネルギー
起源CO2排出量
350億トン
（2023年）
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再
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再
エ
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温
暖
化
対
策
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実
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る

温
暖
化
対
策
も
実
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上
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再
エ
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力
は

再
エ
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と
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発
電
コ
ス
ト
が
逆
転

発
電
コ
ス
ト
が
逆
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温
暖
化
対
策
を
怠
る
と

温
暖
化
対
策
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怠
る
と

化
石
燃
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高
騰
に
苦
し
む

化
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高
騰
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し
む
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